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第
４
回
支
部
執
行
委
員
会
は
２
月
19
日
、
12
人
の
出
席
で
行
い
、

以
下
の
と
お
り
報
告
・
討
議
し
ま
し
た
。

１
．
職
場
の
こ
と
、
仲
間
の
こ
と

○
京
都
事
業
団＝
来
年
度
に
向
け
た
入
札
が
始
ま
る
。
既
存
作
業

の
確
保
を
優
先
し
て
対
応
。

○
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー＝
４
月
か
ら
作
業
時
間
が
30
分
減
。
こ
の

物
価
高
の
時
局
柄
、
少
々
厳
し
い
。

○
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー＝

病
休
な
ど
で
作
業
員
が
足
り
な
い
状
況
。

２
．
こ
の
間
の
取
り
組
み
の
振
り
返
り

①
新
春
旗
び
ら
き
（
１
月
15
日
）

〇
参
加
者
は
34
名
で
、
３
年
連
続
同
人
数
。

②
建
交
労
全
国
事
業
団
・
高
齢
者
部
会

〇
「
全
国
雇
用
福
祉
事
業
団
協
議
会
」
設
立
の
検
討
が
進
む
。

③
税
の
学
習
会
・
確
定
申
告
相
談
会
（
２
月
14
日
、
４
階
ホ
ー
ル
）

〇
今
年
の
相
談
者
は
２
名
。

３
．
各
分
会
の
取
り
組
み

①
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
京
都
事
業
所

〇
春
闘
要
求
提
出
に
む
け
て
７
日
に
職
場
集
会
、
19
日
に
要
求

提
出
、
３
月
５
日
に
回
答
指
定
。

②
宇
治
分
会

○
宇
城
久
地
区
労
へ
加
盟
。
３
月
15
日
に
地
区
労
大
会
。

４
．
今
後
の
取
り
組
み
、
ほ
か

①
建
交
労
京
都
府
本
部
・
春
闘
決
起
集
会
（
３
月
８
日
）

○
支
部
か
ら
の
動
員
５
名
で
参
加
者
調
整
。

②
中
央
「
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
」
支
部
「
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
」

○
33
通
の
回
収
状
況
。
次
回
執
行
委
員
会
で
内
容
精
査
。

③
建
交
労
全
国
高
齢
者
部
会
・
全
国
代
表
者
会
議
（
３
月
５
日
）

○
翌
６
日
は
中
央
行
動＝

厚
生
労
働
省
交
渉
。
支
部
よ
り
１
名

参
加
。

④
建
交
労
全
国
高
齢
者
部
会
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ア
ン
ケ
ー
ト

○
部
会
事
務
局
よ
り
今
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
が
届
く
。

○
府
本
部
と
実
施
の
段
取
り
を
調
整
。

⑤
そ
の
他

○
中
央
行
動
の
折
に
提
出
す
る
署
名
３
種
類
配
布
し
、
こ
の
委

員
会
で
回
収
。
「
労
働
者
の
労
働
条
件
確
保
等
に
関
す
る
請

願
」
「
大
軍
拡
・
大
増
税
の
撤
回
を
求
め
る
緊
急
署
名
」

「
全
労
連
版
・
全
国
一
律
最
賃
署
名
」

○
組
合
規
約
集
の
冊
子
を
重
版
増
刷
し
た
の
で
執
行
委
員
に
配

布
し
た
。
高
齢
者
会
館
版
、
宇
治
分
会
版
の
２
種
類
制
作
。

※
次
回
執
行
委
員
会
は
、
３
月
19
日
㈬
午
後
２
時
の
開
催
予
定
。

生活のために働きたい高齢者を結集しよう ！ ( ２ )



高齢者差別の後期高齢者医療制度の廃止！( ３ )

今年も、京都府最低賃金の引き上げと、中小企

業に対する支援策を求める署名にご協力ください。

ご署名いただけましたら、最寄りの執行委員か

労働組合事務所、京都高齢者事業団事務局までお

届けください。



原
発
回
帰
の
政
府
姿
勢

先
月
、
石
破
内
閣
は
第
７
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
閣
議

決
定
。
「
原
発
依
存
度
を
可
能

な
限
り
低
減
す
る
」
が
消
え
、

安
全
確
保
を
大
前
提
に
原
発
を

「
最
大
限
活
用
」
す
る
と
方
向
を
大
転
換

さ
せ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
14
年
、

悲
惨
な
福
島
原
発
事
故
を
風
化
さ
せ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
安
全
確
保
と
い
い
な
が
ら
、

誰
も
安
全
を
保
障
す
る
と
は
言
っ
て
い
な

い
。
電
力
の
原
発
依
存
は
止
め
な
け
れ
ば
。

福
島
原
発
事
故
の
無
責
任
体
制

そ
し
て
今
月
、
最
高
裁
判
所
は
福
島
原

発
事
故
を
巡
る
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
で

強
制
起
訴
さ
れ
た
東
京
電
力
の
武
黒
一
郎

元
副
社
長
と
武
藤
栄
元
副
社
長
に
対
し
、

無
罪
と
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
世
界

最
悪
の
大
事
故
を
起
こ
し
た
の
に
、
誰
も

責
任
を
取
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
も
福
島
県
民
約
２
万
５
千
人
が
避

難
生
活
を
続
け
る
事
態
に
対
し
て
、
司
法

に
よ
る
責
任
追
及
や
被
害
者
救
済
に
は
限

界
が
あ
る
現
実
が
突
き
つ
け
ら
ま
し
た
。

関
西
電
力
の
企
業
体
質
を
糾
弾
す
る

若
狭
湾
で
次
々
と
老
朽
原
発
を
再
稼
働

さ
せ
て
い
る
関
西
電
力
は
、
福
井
県
高
浜

町
で
の
数
々
の
不
正
行
為
が
す
で
に
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
電
力
販
売

を
巡
り
カ
ル
テ
ル
を
結
ん
だ
と
し
て
、
公

正
取
引
委
員
会
が
独
占
禁
止
法
違
反
で
摘

発
し
た
が
、
カ
ル
テ
ル
を
主
導
し
た
は
ず

の
関
西
電
力
は
課
徴
金
を
免
除
さ
れ
た
。

脱
原
発
株
主
運
動
を
続
け
て
き
た
株
主

が
、
経
営
陣
に
訴
訟
し
て
い
ま
す
。

高齢者・ 失業者の就労の場拡大強化と事業団運動の前進を！ ( ４ )

３
月
８
日
午
後
、
円
山
公
園
野
外
音
楽
堂
に
多
様
な
市
民
が
脱
原
発
の

願
い
の
も
と
１
０
０
０
人
が
集
ま
り
、
世
論
を
動
か
そ
う
と
集
会
と
デ
モ

行
進
を
行
い
ま
し
た
。
、
1
日
も
早
い
全
て
の
原
発
の
廃
炉
と
、
省
エ
ネ

と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
気
候
危
機
を
打
開
し
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

原発とめよう

福島原発事故から14年



建
交
労
全
国
事
業
団
・
高
齢
者
部
会
は

３
月
５
日
、
東
京
の
江
東
区
富
岡
区
民
館

で
全
国
代
表
者
会
議
を
開
催
し
、
春
闘
方

針
や
厚
生
労
働
省
へ
の
統
一
要
請
書
の
討

議
と
決
定
、
及
び
「
全
国
雇
用
福
祉
事
業

団
協
議
会
」
の
具
体
化
が
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

翌
６
日
は
、
建
交
労
中
央
の
春
闘
決
起

集
会
に
参
加
し
た
後
、
午
後
か
ら
衆
議
院

第
一
議
員
会
館
で
、
厚
生
労
働
省
と
の
要

求
交
渉
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

例
年
通
り
、
介
護
保
険
制
度
問
題
、
雇

用
・
生
活
困
窮
者
問
題
に
分
け
て
要
望
書

を
提
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
１
時
間
、
担
当
部

局
と
折
衝
し
ま
し
た
。

今
年
は
そ
れ
に
加
え
て
、
国
の
生
活
困

窮
者
対
策
に

絞
っ
て
、
当

局
と
の
意
見

交
換
が
約
１

時
間
、
行
わ

れ
ま
し
た
。

３
月
８
日
、
ラ
ボ
ー
ル
京
都
で
「
建
交

労
京
都
府
本
部
春
闘
決
起
集
会
」
か
23
名

の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

重
村
・
府
本
部
委
員
長
は
「
物
価
高
騰

を
買
い
物
に
行
く
た
び
に
実
感
。
昨
年
の

春
闘
で
獲
得
し
た
賃
上
げ
が
取
り
崩
さ
れ

て
い
る
。
物
価
高
に
負
け
な
い
大
幅
賃
上

げ
を
勝
ち
と
ろ
う
」
と
主
催
者
あ
い
さ
つ
。

川
口
書
記
長
か
ら
は
、
春
闘
の
現
状
と

方
針
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
現
時
点
で
の

春
闘
要
求
提
出
率
は
昨
年
と
同
水
準
の
84

％
で
、
さ
ら
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。
交
渉

を
前
に
進
め
、
組
合
員
が
納
得
で
き
る
回

答
を
引
き
出
し
、
次
の
闘
い
に
道
を
付
け

る
も
の
に
し
よ
う
、
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

報
告
後
に
７
つ
の
支
部
・
部
会
か
ら
決

意
表
明
。
親
会
社
か
ら
大
幅
賃
上
げ
に
圧

力
が
か
か
る
中
で
も
、
続
け
て
き
た
労
使

協
議
を
力
に
早
期
回
答
を
得
た
こ
と
や
、

徹
底
し
て
組
合
員
の
要
求
を
引
き
出
し
て

交
渉
を
行
い
、
闘
い
の
な
か
で
組
合
員
拡

大
を
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

決
起
集
会
後
、
西
院
交
差
点
の
街
頭
で

25
春
闘
ア
ピ
ー
ル
と
組
合
員
拡
大
の
宣
伝

行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

（
松
永
）

守ろう ９ 条！ 生かそう 憲法! ! なく そう 貧困! ! !( ５ )

建
交
労
中
央
行
動
に
参
加

３
月
６
日

全
国
事
業
団
・
高
齢
者
部
会
が
厚
生
労
働
省
と
交
渉

物
価
高
に
負
け
な
い
大
幅
賃
上
げ
を

３
月
８
日
建
交
労
京
都
府
本
部
が
春
闘
決
起
集
会
を
開
催

全国代表者会議

統一要望書の提出



与
党
整
備
委
員
会
と
は
何
か

敦
賀
か
ら
小
浜
を
通
っ
て
京
都
・
京
田

辺
・
新
大
阪
と
い
う
北
陸
新
幹
線
延
伸
計

画
は
、
２
０
１
７
年
に
与
党
整
備
委
員
会

の
数
名
の
自
民
・
公
明
の
国
会
議
員
が
決

め
た
も
の
。
西
田
昌
司
参
院
議
員
（
整
備

委
員
長
）
は
今
「
既
に
決
ま
っ
た
こ
と
に

文
句
を
言
う
な
」
と
い
う
態
度
で
す
が
、

法
的
根
拠
の
な
い
私
的
な
会
合
の
結
論
に
、

な
ぜ
莫
大
な
税
金
が
使
わ
れ
る
の
か
。
ま

し
て
や
今
や
「
少
数
与
党
」
で
あ
る
。

仏
教
会
も
〝
千
年
の
愚
行
〟
と
批
判

京
都
盆
地
内
を
大
深
度
ト
ン
ネ
ル
で
縦

断
す
る
計
画
に
対
し
、
ま
ず
地
下
水
の
汚

染
・
枯
渇
を
心
配
す
る
京
都
府
酒
造
組
合

が
懸
念
を
示
し
、
文
化
遺
産
や
自
然
環
境

へ
の
リ
ス
ク
か
ら
京
都
仏
教
会
が
計
画
再

考
を
求
め
る
事
態
と
な
っ
た
。

東
京
外
環
道
工
事
や
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
工
事
で
は
、
陥
没
事
故
や
井
戸
が
枯
れ

る
な
ど
の
問
題
が
起
き
て
い
て
、
与
党
整

備
委
員
会
の
「
京
都
で
は
影
響
は
な
い
」

と
い
う
説
得
は
、
到
底
信
じ
ら
れ
な
い
。

京
都
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
あ
る
の
か

建
設
費
高
騰
で
総
工
費
は
３
兆
９
千
億

円
に
膨
ら
み
、
今
で
は
５
兆
円
と
想
定
さ

れ
る
。
工
期
は
最
長
28
年
と
公
表
さ
れ
た
。

建
設
費
は
、
Ｊ
Ｒ
へ
の
貸
付
料
を
差
し
引

い
た
残
り
の
３
分
の
２
を
国
が
、
３
分
の

１
を
沿
線
自
治
体
が
支
払
う
仕
組
み
。
京

都
府
６
１
２
０
億
円
、
京
都
市
３
７
４
億

円
の
負
担
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
巨
費
を
投
じ
る
だ
け
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
の
か
。
京
都
と
北
陸
と
の
交
通
流

動
に
見
合
う
投
資
か
？

東
海
道
新
幹
線

が
止
ま
っ
た
時
、
北
陸
回
り
で
関
東
に
行

く
た
め
に
、
こ
の
金
額
は
妥
当
な
の
か
？

他
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
差
し
置
い
て
実
現

さ
せ
る
べ
き
優
先
課
題
な
の
か
？

28
年

間
も
敦
賀
駅
乗
り
換
え
が
続
く
け
れ
ど
。

整
備
新
幹
線
と
い
う
枠
組
み
が
破
綻

１
９
７
０
年
の
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備

法
以
来
、
新
幹
線
は
国
と
沿
線
自
治
体
の

費
用
で
建
設
し
て
Ｊ
Ｒ
に
貸
す
、
並
行
す

る
在
来
線
は
自
治
体
が
引
き
取
っ
て
経
営

す
る
、
と
い
う
手
続
き
に
な
っ
た
。

昨
年
の
暮
れ
、
西
田
昌
司
参
院
議
員
は

「
北
陸
新
幹
線
は
経
済
効
果
や
、
東
海
道

新
幹
線
の
代
替
ル
ー
ト
の
確
保
の
た
め
、

国
策
と
し
て
建
設
す
べ
き
」
と
、
自
治
体

負
担
を
求
め
な
い
と
言
い
出
し
た
。

東
北
新
幹
線
の
盛
岡
以
北
、
北
陸
新
幹

線
は
高
崎
以
西
、
地
元
自
治
体
が
多
額
の

費
用
を
投
じ
て
き
た
。
負
担
な
し
に
建
設

で
き
る
な
ら
、
今
ま
で
は
何
や
っ
た
の
か
、

と
皆
さ
ん
怒
る
に
違
い
な
い
。
（
山
川
）

介護保険制度の充実と介護労働者の労働条件改善を！ ( ６ )

京
都
が
京
都
で
な
く
な
る

北
陸
新
幹
線
計
画
は
見
直
し
を

北
陸
新
幹
線
が
金
沢
・
敦
賀
間
を
開
業
し
て
１
年
、
２
０
２
４
年
度
に
着
工
と

さ
れ
た
敦
賀
・
新
大
阪
間
は
問
題
山
積
で
、
当
然
め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
。



私
は
香
辛
料
の
辛
さ
に
少
々
弱
い
の
で
、

多
量
に
か
く
汗
の
後
始
末
を
考
え
る
と
、

カ
レ
ー
屋
さ
ん
に
入
る
の
を
た
め
ら
う
ん

で
す
が
、
寒
い
時
季
は
汗
が
引
く
の
が
早

い
の
で
、
手
拭
い
と
財
布
を
持
っ
て
食
べ

に
行
く
。
激
辛
は
苦
手
で
す
が
、
カ
レ
ー

は
や
は
り
定
期
的
に
食
べ
た
く
な
る
な
ぁ
。

＊

＊

＊

「
カ
レ
ー
専
門
店
ビ
ィ
ヤ
ン
ト
」
は
東

大
路
を
丸
太
町
か
ら
上
が
っ
た
、
京
大
病

院
の
向
か
い
に
あ
る
カ
レ
ー
屋
さ
ん
。

私
の
高
校
時
分
か
ら
同
じ
佇
ま
い
で
営

た
た
ず

業
さ
れ
て
い
て
、
か
れ
こ
れ
創
業
50
年
に

な
る
の
で
は
。
高
校
生
の
時
は
、
こ
の
店

の
少
し
南
の
ラ
ー
メ

ン
屋
「
ら
ん
た
ん
」

に
通
っ
た
が
、
そ
の

う
ち
に
ビ
ィ
ヤ
ン
ト

ば
っ
か
り
に
な
っ
た
。

カ
ウ
ン
タ
ー
だ
け

の
狭
い
店
内
で
、
最

近
は
行
列
が
で
き
る

ら
し
い
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
は
カ
ツ
カ

レ
ー
が
絶
品
と
あ
る

が
、
そ
う
か
な
ぁ
？

私
は
大
抵
、
ビ
ー
フ

カ
レ
ー
の
甘
口
大
盛
。

甘
口
で
も
結
構
辛
く
て
、
汗
か
き
の
私
だ

け
、
オ
ー
ナ
ー
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
、
冷
た

い
お
し
ぼ
り
を
そ
っ
と
出
し
て
く
れ
た
。

平
皿
に
盛
っ
た
ご
飯
の
上
に
、
カ
レ
ー

が
か
け
て
あ
る
ス
タ
イ
ル
と
味
は
変
わ
ら

な
い
が
、
白
い
ご
飯
が
サ
フ
ラ
ン
ラ
イ
ス

に
な
り
、
付
け
合
わ
せ
も
紅
生
姜
だ
け
が
、

福
神
漬
な
ど
も
付
く
よ
う
に
な
っ
た
。

家
で
作
る
カ
レ
ー
と
違
っ
て
、
煮
崩
れ

る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ニ
ン
ジ
ン
が
入
ら
な
い
、

コ
ク
の
あ
る
外
食
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
。
最

近
は
香
辛
料
の
風
味
を
強
調
し
た
ス
パ
イ

ス
カ
レ
ー
が
人
気
で
す
が
、
私
の
好
み
は

昔
な
が
ら
の
こ
っ
ち
か
な
ぁ
。
（
山
川
）

労働組合の社会的使命と役割を果たす中で政治革新の前進を！( ７ )

四方
山話

ビ
ィ
ヤ
ン
ト
の
話

３
月
の
ま
ち
が
い
さ
が
し

２
つ
の
絵
で
違
い
が
８
ヵ
所
あ
り
ま
す
。

（
答
え
は
10
ペ
ー
ジ
）



３
月
23
日
㈰

京
都
動
物
フ
ォ
ー
ラ
ム
／
梅
小
路
公
園

３
月
25
日
㈫

桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
／
京
都
府
立
植
物
園

３
月
28
日
㈮

京
都
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
フ
ェ
ア
／
パ
ル
ス
プ
ラ
ザ

３
月
29
日
㈯

夜
桜
ま
つ
り
／
け
い
は
ん
な
公
園
（
精
華
町
）

４
月
５
日
㈯

宇
治
川
さ
く
ら
ま
つ
り
／
宇
治
公
園
中
の
島

４
月
10
日
㈭

桜
花
祭
／
平
野
神
社
（
北
区
）

史
跡
御
土
居
の
青
も
み
じ
公
開
／
北
野
天
満
宮

４
月
12
日
㈯

京
都
国
際
写
真
祭
／
京
都
駅
ビ
ル
、
文
化
博
物
館

京
都
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ス
タ
／
東
本
願
寺
前

４
月
13
日
㈰

や
す
ら
い
祭
／
今
宮
神
社
（
北
区
紫
野
）

豊
太
閤
花
見
行
列
／
醍
醐
寺

４
月
18
日
㈮

ラ
・
フ
ェ
ス
タ
・
プ
リ
マ
ベ
ー
ラ
／
岡
崎
公
園

４
月
19
日
㈯

春
の
和
の
花
展
／
梅
小
路
公
園

つ
つ
じ
園
開
園
／
三
室
戸
寺
（
宇
治
市
莵
道
）

４
月
20
日
㈰

ア
ロ
ハ
京
都
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）
／
京
都
テ
ル
サ

４
月
26
日
㈯

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
駅
伝
／
青
少
年
科
学
セ
ン
タ
ー

木
島
櫻
谷
旧
邸
特
別
公
開
／
櫻
谷
文
庫
（
北
区
）

京
都
博
覧
会
２
０
２
５
／
岡
崎
公
園

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
／
国
際
交
流
会
館

卯
月
の
あ
れ
こ
れ

＝

イ
ベ
ン
ト
紹
介＝

う

づ

き

４
月
は
上
旬
を
中
心
に
桜
を
巡
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
沢
山
。
こ

こ
で
は
４
月
下
旬
の
イ
ベ
ン
ト
を
少
し
紹
介
し
ま
す
。

第
16
回
京
都
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ー
ド
フ
ェ
ス

４
月
26
日
㈯
～
27
日
㈰
、
左
京
区
粟
田
口
（
蹴
上
）
の
京
都
市

国
際
交
流
会
館
で
行
わ
れ
ま
す
。
本
場
ア
メ
リ
カ
の
カ
ジ
ュ
ア
ル

な
料
理
が
楽
し
め
る
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
と
謳
っ
て
い
て
、

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
、
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
な
ど
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
、
ア
メ
リ
カ
で
実
際
に
使
用
さ
れ
て

い
た
フ
ー
ド
ト
ラ
ッ
ク
や
、
ア
メ
リ
カ
の
街
角
で
見
か
け
る
屋
台

ス
タ
イ
ル
で
販
売
す
る
ら
し
い
。
入
場
は
無
料
。

木
島
櫻
谷
旧
邸
（
櫻
谷
文
庫
）
特
別
公
開

き
じ
ま
お
う
こ
く

お
う
こ
く
ぶ
ん
こ

木
島
櫻
谷
（
昭
和
13
年
61
歳
没
）
は
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て

活
躍
し
た
京
都
生
ま
れ
の
日
本
画
家
。
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校

（
現
・
京
都
市
立
芸
大
）
教
授
。
大
正
２
年
に
生
家
の
三
条
室
町

か
ら
葛
野
郡
衣
笠
村
に
新
築
転
居
（
現
・
北
区
等
持
院
東
町
56
）
。

か

ど

の

き
ぬ
が
さ

と
う
じ
い
ん

家
屋
が
当
時
の
ま
ま
現
存
し
、
櫻
谷
文
庫
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い

る
。
櫻
谷
が
居
を
構
え
る
と
、
周
辺
に
堂
本
印
象
ほ
か
多
く
の
日

本
画
家
も
移
り
住
み
、
戦
前
は
「
衣
笠
絵
描
き
村
」
と
称
さ
れ
た
。

４
月
26
日
～
５
月
18
日
の
土
日
祝
の
み
。
入
館
料
６
０
０
円
で
、

文
化
財
指
定
の
建
物
の
ほ
か
、
櫻
谷
の
作
品
が
鑑
賞
で
き
ま
す
。

みんなの力で高齢者事業団運動を高めよう ！ ( ８ )

京
都
の
催
事
案
内

有
料
行
事
を
含
む
、
イ
ベ
ン
ト
予
定
を

拾
っ
て
み
ま
し
た
。
主
催
者
の
都
合
や

天
候
等
で
、
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。



久
し
ぶ
り
に
晴
れ
渡
り
、
暖
か
い
の

で
、
府
立
植
物
園
が
４
月
１
日
か
ら
値

上
げ
、
高
齢
者
も
有
料
に
な
る
と
聞
き
、

無
料
の
う
ち
に
、
と
出
か
け
ま
し
た
。

地
下
鉄
北
山
駅
で
降
り
て
、
地
上
に

出
る
と
植
物
園
の
「
北
山
門
」
。
入
園

料
２
０
０
円
、
観
覧
温
室
入
室
料
２
０
０
円
で
す
が
、
敬
老
乗
車

証
を
見
せ
て
フ
リ
ー
パ
ス
で
入
れ
ま
し
た
。
最
初
に
目
に
入
っ
た

の
が
、
ハ
ボ
タ
ン
の
花
壇
と
「
麦
わ
ら
帽
子
の
少
女
」
の
像
。
時

期
的
に
春
に
咲
く
多
く
の
花
は
「
養
成
中
」
が
多
か
っ
た
で
す
が
、

し
ば
ら
く
歩
く
と
人
が
た
む
ろ
し
て
カ
メ
ラ
を
構
え
て
い
ま
す
。

「
梅
林
」
で
し
た
。
紅
梅
・
白
梅
と
も
に
咲
き
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

園
を
散
策
し
て
い
る
と
、
数
少
な
い
中
で
も
花
を
付
け
、
咲
い
て

い
る
木
々
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
鑑
賞
し
つ
つ
進
む
と
、
変
わ
っ

た
形
の
「
観
覧
温
室
」
が
あ
り
ま
す
。
中

へ
入
る
と
、
高
山
植
物
、
砂
漠
、
ジ
ャ
ン

グ
ル
等
、
普
段
目
に
し
な
い
花
や
葉
・
茎

な
ど
を
鑑
賞
で
き
ま
し
た
。
ま
た
ク
ス
ノ

キ
並
木
を
歩
い
て
い
る
と
、
映
画
で
「
女

が
襟
を
立
て
て
通
っ
て
い
く
、
そ
れ
を
道

半
ば
で
車
に
も
た
れ
て
見
送
る
男
」
の
シ
ー
ン
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
丁
度
「
早
春
の
花
々
展
」
が
行
わ
れ
て
お
り
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
、
バ
ラ
、
ボ
タ
ン
、
な
ど
名
の
知
ら
な
い
花
を
含
め
て
咲
き
誇

り
、
そ
の
花
を
見
な
が
ら
「
森
の
カ
フ
ェ
」
で
休
憩
。

北
山
門
に
戻
り
、
植
物
園
の
東
隣
に
あ
る
「
京
都
府
立
陶
板
名

画
の
庭
」
が
目
に
入
り
、
こ
こ
も
敬
老
乗
車
証
で
フ
リ
ー
パ
ス
。

こ
こ
は
、
ダ
・
ビ
ン
チ
「
最
後
の
晩
餐
」
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ

「
最
後
の
審
判
」
、
ゴ
ッ
ホ
「
糸
杉
と
星
の
道
」
、
ル
ノ
ワ
ー
ル

「
テ
ラ
ス
に
て
」
、
鳥
獣
人
物
戯
画
な
ど
の
名
画
の
美
し
さ
を
原

寸
大
で
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
に
再
現
し
た
丈
夫
な
陶
板
画

を
展
示
す
る
も
の
で
、
屋
外
で
鑑
賞
で
き
る
世
界
で
初
め
て
の
絵

画
庭
園
で
、
迫
力
あ
る
も
の
で
し
た
。

賀
茂
川
に
出
て
河
原
を
見
る
と
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
す
る
人
が
行
き
か
い
、
私

も
気
持
ち
よ
く
、
北
山
大
橋
か
ら
北
大

路
橋
、
出
雲
路
橋
を
越
え
て
葵
橋
、
出

町
橋
ま
で
歩
き
、
鴨
川
公
園
の
三
角
州

で
休
憩
し
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

高齢者・ 障害者が安心できる社会保障制度の実現を！( ９ )

府
立
植
物
園

＆

府
立
陶
板
名
画
の
庭

賀
茂
川
河
原
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

建
交
労
京
都
支
部
Ｏ
Ｂ

中
村

崇
さ
ん

ルノワール

梅 林

麦わら帽子の少女

賀茂川の河原

ゴッホ



２
月
は
本
当
に
寒
く
て
京
都
で
も
積
雪
が

複
数
回
も
あ
っ
て
、
現
場
は
大
変
で
し
た
。

去
年
は
雪
が
積
も
ら
な
か
っ
た
の
に
な
ぁ
。

▼
調
べ
る
と
、
毎
年
３
月
号
に
北
陸
新
幹

線
の
京
都
延
伸
問
題
の
批
判
的
記
事
を
書

い
て
い
る
。
小
浜
ル
ー
ト
は
完
成
ま
で
最

短
で
も
26
年
後
。
ず
っ
と
書
き
続
け
る
？

京
都
総
評
の
最
賃
１
７
０
０
円
署
名

今
月
お
配
り
し
た
京
都
総
評
の
「
最
低
賃

金
時
給
１
７
０
０
円
以
上
へ
の
引
き
上
げ

と
中
小
企
業
支
援
策
の
抜
本
改
善
を
求
め

る
請
願
」
署
名
。
昨
年
は
時
給
１
５
０
０

円
を
求
め
て
い
ま
し
た
。
▼
こ
れ
を
見
た

各
事
業
体
の
管
理
職
か
ら
「
そ
ら
無
理
や

で
。
経
営
が
成
り
立
た
へ
ん
が
な
」
と
の

感
想
を
早
速
い
た
だ
い
た
。
▼
私
は
京
都

総
評
の
幹
部
で
は
な
い
の
で
、
今
年
金
額

を
変
え
た
経
緯
を
存
じ
な
い
の
で
す
が
、

私
な
り
に
１
７
０
０
円
の
根
拠
を
考
え
た
。

▼
署
名
に
載
っ
て
い
る
の
は
、
京
都
の
20

歳
代
の
ア
パ
ー
ト
暮
ら
し
の
独
身
男
性
の

場
合
、
毎
月
の
生
計
費
が
26
万
３
千
円
余

と
い
う
調
査
結
果
。
▼
１
日
８
時
間
、
月

20
日
働
く
と
し
て
、
時
給
換
算
１
６
４
４

円
。
こ
れ
を
上
回
る
時
給
を
要
求
す
べ
き
、

と
い
う
の
が
今
回
の
基
準
改
定
の
趣
旨
や

ろ
う
、
と
。
▼
い
ず
れ
に
し
て
も
、
売
上

が
増
え
な
い
中
、
原
材
料
価
格
や
電
気
代

の
高
騰
に
悩
む
中
小
零
細
事
業
所
が
、
従

業
員
の
賃
上
げ
を
行
う
の
は
大
変
厳
し
い
。

▼
最
低
賃
金
額
の
引
き
上
げ
と
、
持
続
可

能
な
経
営
の
両
立
の
た
め
に
は
、
中
小
企

業
に
対
す
る
、
政
府
の
直
接
・
間
接
の
支

援
制
度
の
充
実
が
欠
か
せ
な
い
。
（
や
）

( １０ )

まちがいさがしのこたえ


